
 

 開催日 2022 年 10 月 22 日（土）9:30～11:30 於：ふらっと 

参加者 11 名 （議員 3 名、市民団体 8 団体 8 名、） 

 

 

 

 

 

 

 

 

《開催趣旨 地域課題の解決に向けて協働できることを模索する》 

1, 活動紹介：現在取り組んでいる活動、専門分野の紹介。 

   ☆台風 15 号の被災状況報告他（伊藤議員から） 

2, 「課題共有」と取り組みに向けて意見交換 

①  「公的サービス」と「民間委託サービス」について 

 ☆待機児童対策として、市では放課後児童クラブ事業を民間会社Ⓢに委託 

  袋井北小学校の 4年生以上は、来年度からⓈに所属（小学校の理科室等で対応予定） 

 ☆現在、市内では地域組織や NPO 法人が放課後児童クラブ事業を実施している 

 ☆社会的傾向として中高生の部活動なども同様に民間へ移行しつつある 

 ★課題解決のため移行は「止む無し」ではあるが市は現状のサービス提供団体と情報共有を 

図り民意を汲み取ったうえで課題解決への道筋をたどって頂きたい 

   ★双方のサービスのメリット、デメリットは有るということを認識し、ニーズに対応した 

    適切な取り組みがなされることを市民一人ひとりが注視していくことが必要 

   ★人口減少、税収減少で公共サービスから民間委託への流れは必然 

    企業も「報徳の精神」と共に「経営」をして頂くことを切に願う 

②  「補聴器購入の助成」について 

         ☆70 歳以上の 50％以上は加齢性難聴があるといわれている 

☆「難聴」から交流が減り「うつ」「認知症」につながり、 

交通事故等の危険性も高まる 

★「補聴器」は一般的に 10 万円前後で販売されており性能も 

向上しているが日本では普及率が低い 

★補聴器購入の保険適応や支援制度が無いことが低普及の原因でもある 

★地方自治体で助成制度実施の傾向が広がりつつあり袋井市にも期待する 

 

  

市議会議員 3 名（敬称略、あいうえお順） 市 民 団 体（8 団体+議員所属 3 団体） 

伊藤 謙一 袋井生活と健康を守る会 白木を守る会 

竹野  昇 NPO 法人すずらんの会 新日本婦人の会袋井支部 

竹村 眞弓 ふくろい再エネを進める会 袋井青年会議所 

 NPO 法人国際教育文化協会 浜岡原発を考える袋井の会 

 NPO 法人健康文化クラブ 花車の会 

 スマイルリンクパソコンサークル  

 

【 議員と話そう –Ⅳ】  報 告 書 

③ 「脱炭素社会実現に向けた環境講座」 

☆ふくろい再エネを進める会主催  

協働まちづくり事業「市民講演会」in 袋井東コミセン 

12/10「地球温暖化の現状と二つの未来～ 

運命の分岐点はすぐそこに」（講師：大場正春氏） 

★他人事ではなく自分の問題として認識し一人 

一人が今できることを見つけて取り組む必要が 

あります。多くの団体を通じて発信していきたい 

事業です。 

 



 

 開催日 2023 年 1 月 14 日（土）9:30～11:30 於：ふらっと 

参加者 9 名 （議員 3 名、市民団体 5 団体 6 名、） 

 

 

 

 

 

 

《開催趣旨 地域課題の解決に向けて協働できることを模索する》 

1, 活動紹介：現在取り組んでいる活動、専門分野の紹介。 

   ☆あそびば・もこ・あ・もこ 

「ふくろい子育てハンドブック～はなさき～」3歳から 12 歳の子どもの保護者に配布予定 

   0 歳から 18 歳までが利用できるサービス情報をまとめた冊子。協働まちづくり補助事業 

申請中、市議会議員の支援や行政との連携そして企業広告協賛などを頂き作成しています。 

  ☆NPO 法人すずらんの会 

   障がい者支援を行う団体。ふらっとを通じて多種の団体と交流を持ち、市民活動の実態に 

   触れ、様々な課題や取り組みを知ることができた。団体との繋がりを見つけて役立てたい。 

  ☆ふくろい再エネを進める会 

     協働まちづくり補助事業で「脱炭素社会に向けた環境講座」を開催。 

   温暖化の仕組みを学び、私たちは何をすべきかという問いかけに一市民として、団体として 

   市として進むべき道を指し示し、スピード感を持って取り組む必要性を訴えていきたい。 

  ☆NPO 法人健康文化クラブ 

   ふらっと事務局業務他、生涯学習講座を磐田市と袋井市で開催。コロナ禍の影響を大いに 

受けて活動縮小。2003 年発足以来公的支援に頼らず自立した活動を実践している。 

   ふらっとは市民団体支援と協働推進が使命。団体間の交流と行政とのネットワークが必須。 

  ☆袋井環境ネットワーク 

   環境問題に取り組む市民団体と行政のつながりを作って地域に役立つネットワークで 

なくてはならない。一部の限られた人のネットワークでは機能しない。市民に分かり 

易く生活に活かせる情報提供が求められる。市民団体が活躍できるまちづくりを期待する。 

  ◆市議会議員の取り組み及び課題と感じていること 

   ◇多様な地域課題に対応している。 

台風 15 号被害、コロナ、ゴミ削減、高齢者支援 他 

   ◇地域の組織力が低下している。 

例：子供会、青年団、シニアクラブ、PTA、自治会関係他 

   ◇高齢者支援など切実な課題には自発的、自立し活動する 

団体が成功している。市民団体の自立が重要。 

   ◇市の総合計画では「環境」対策への重要性がどのくらい認識され 

取り組まれているのか 今一度確認しなくてはならない。 

   ◇専門性を持って活動する市民団体のつながりは大切に 

まちづくりに役立ててほしい。 

市議会議員 3 名（敬称略、あいうえお順） 市 民 団 体（5 団体+議員所属複数団体） 

鈴木 賢和 NPO 法人すずらんの会 NPO 法人健康文化クラブ 

竹野  昇 ふくろい再エネを進める会 ベトナム友好協会・茶文化促進・久野城 

寺田  守 袋井環境ネットワーク 浜岡原発を考える会・国際交流協会 他 

 あそびば・もこ・あ・もこ  

 

【 議員と話そう –Ⅴ】  報 告 書 

ふりかえり 

この会は要望する場では
なく議員と団体が対等に
情報交換し連携できる事
を見つける為に開催してい
ます。この場に参加して気
が付く場合もあります。こ
こだから話せる事も大切
な意味を持ち新しい展開
につながります。鳥の目を
持ち環境問題に警鐘を鳴
らす団体。虫の目で身近
な課題に取り組む団体。
交流があり希望が生まれ
ます。 



 

 開催日 2024 年 1 月 27 日（土）9:30～11:30 於：ふらっと 

参加者 9 名 （議員 3 名、市民団体 5 団体 6 名、） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1, 活動紹介：現在取り組んでいる活動、専門分野の紹介。 

   ☆遠江断酒会 

 アルコールに関する悩みを持つ家族を支援するために「相談会」「交流会」を定期的に 

 開催している。森、袋井地域で困っている方々が気軽に相談できる交流の場づくり。 

  ☆ユースネットふくろい 

   若者の居場所を偶数月の第３月曜日ふらっとに於いて開催。イベントや地域づくりに参加 

   し社会貢献につながる人材育成を目指す。ひきこもり支援、就労支援、情報交換の場。 

  ☆袋井中部包括支援センター 

     袋井北部、中部、南部の区分では支援が行き届きにくい。地域に密着した支援体制が必要。 

   高齢者の居場所、助け合いの仕組み作り、ニーズに対応した取り組み等課題は日々更新 

  ☆浅岡道範 

   袋井 FM ラジオ局開設を目指す。高齢者にも耳から市内の情報が得られるメリットがある。 

   24 時間多様な情報を発信することで、経済効果や文化振興、地域活性の支援につながる。 

  ☆NPO 法人健康文化クラブ 

   ふらっと事務局業務他、生涯学習講座を磐田市と袋井市で開催。 

  ◆市議会議員の取り組み及び課題と感じていること 

   ◇高齢者の補聴器の購入補助    ◇高校生の地域参加  ◇若者の組織力 

   ◇ひきこもり支援  ◇災害対策  ◇助け合い活動  ◇自発的な地域貢献 

市議会議員 3 名（敬称略、あいうえお順） 市 民 団 体（5 団体+議員所属複数団体） 

木下 正 遠江断酒会 NPO 法人健康文化クラブ 

竹野  昇 ユースネットふくろい 花車の会・再エネを進める会 

竹村 眞弓 袋井中部包括支援センター 浜岡原発を考える会・国際交流協会 他 

 浅岡 道範（FM ラジオ）  

 

【 議員と話そう –Ⅵ】  報 告 書 

居場所に通じる事 

＊寂しさ＊生きづらさ＊孤独感 

＊劣等感＊不安＊疎外感＊無力感 ★

悩みがいっぱいでも 

✿ 独りぼっちではない 

✿ 仲間や支えてくれる人が居る 

✿ つながっている 

✿ 共感する人が居る 

    ここに来れば前を向ける 

      これが居場所 
   

居場所づくりに取り組む団体 

□断酒会 
□ユースネットふくろい 
□地域包括支援センター 
□ふらっと 

★本当に居場所に来てほしい人に 

伝えたい 
ゆるやかな表現方法で情報を発信 

 色々な手段で発信(SNS・ラジオ) 

   多様な団体情報を共有する 

  あきらめず地道に継続 

 

「居
場
所
」は
「市
民
活
動
」 

そ
の
も
の
の
姿
を
映
し
て
い
ま
す
。 

手
を
携
え
て
進
み
ま
し
ょ
う
！ 

《開催趣旨》 
地域課題の解決に向けて協働できることを模索する 


